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太
田
聴
雨
に
よ
る
掛
幅
《
芭
蕉
》（
個
人
蔵
）〔
図
1
〕
は
、
紙
本
墨
画
淡
彩
で
、

軸
縦
一
五
四
・
〇
、
横
六
七
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
本
紙
縦
五
〇
・
六
、
横
五
三
・

七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
作
品
で
あ
る
。
箱
書
が
な
い
た
め
、
来
歴
を
知
る
こ
と
や
、

作
品
名
や
制
作
年
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ほ
ぼ
正
方
形
の
画
面
中
央
に
は
、

道
帽
を
か
ぶ
り
褊
綴
を
纏
い
、
笠
、
杖
を
持
っ
た
旅
姿
で
横
を
向
い
た
芭
蕉
が
佇
む

様
子
〔
図
2
〕
が
描
か
れ
た
。
ほ
ぼ
同
一
の
太
さ
で
描
か
れ
た
線
描
は
、
端
正
で
清

潔
な
印
象
を
与
え
る
。
そ
の
点
で
は
聴
雨
ら
し
い
作
品
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
と
り
わ

け
、
人
物
の
描
写
は
、《
霜
之
宿
》、《
良
寛
》
な
ど
の
人
物
描
写
に
似
る
も
の
だ
と
い

っ
て
よ
い
。
人
物
画
を
得
意
と
し
た
聴
雨
の
描
写
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
水
墨
と
金
泥
、

肌
色
と
白
色
で
施
さ
れ
た
彩
色
は
簡
潔
で
あ
る
。

　

太
田
聴
雨
は
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）、
宮
城
県
仙
台
市
に
生
ま
れ
、
昭
和
三

三
年
（
一
九
五
八
）
に
没
し
た
。
三
四
歳
の
時
、《
浄
土
変
》
に
よ
っ
て
第
一
七
回
院

展
に
初
入
選
し
、
一
躍
美
術
界
の
脚
光
を
浴
び
て
以
来
、
亡
く
な
る
ま
で
、
院
展
に

《
か
つ
ら
ぎ
の
お
び
と
》《
お
産
》《
種
痘
》《
星
を
見
る
女
性
》
な
ど
次
々
と
意
欲
的

な
作
品
を
発
表
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）、
五
五
歳
の

時
、
東
京
芸
術
大
学
日
本
画
科
教
授
と
な
り
、
平
山
郁
夫
な
ど
を
指
導
し
た
。
そ
う

し
た
聴
雨
の
芸
術
は
、「
日
本
美
術
院
が
形
成
し
た
伝
統
の
大
き
な
流
れ
の
中
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
昭
和
前
期
に
お
け
る
人
物
画
家
と
し
て
、

ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
る
」
と
評
さ
れ
て
い
①る
。

　

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
に
は
、
郷
里
の
宮
城
県
美
術
館
で
『
太
田
聴
雨
展
』

が
開
催
さ
れ
、
遺
族
に
よ
っ
て
「
し
だ
い
に
埋
没
し
か
か
っ
て
い
る
」
聴
雨
の
作
品

を
ま
と
め
た
『
太
田
聴
雨
作
品
集
』
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
集
で
は
、
七
八
作

品
と
三
三
の
画
稿
類
、
計
一
一
一
作
品
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
作
品
集
を
み

る
と
、
人
物
、
花
鳥
、
風
景
、
静
物
の
各
領
域
に
わ
た
る
聴
雨
の
作
域
が
確
認
で
き

る
が
、
そ
れ
ら
も
人
間
に
関
連
さ
せ
て
表
現
さ
れ
た
作
品
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、

聴
雨
の
芸
術
の
主
流
が
人
物
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
本
作
は
、
そ
の
作

品
集
に
含
ま
れ
な
い
人
物
画
の
小
品
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

落
款
印
章
〔
図
5
〕
を
み
る
と
、「
聴
雨
」
の
墨
書
に
よ
る
署
名
は
、
昭
和
二
一
年

（
一
九
四
六
）
制
作
の
《
春
琴
》
に
似
る
。「
聴
」
の
心
部
分
が
弧
を
描
く
よ
う
な
書

体
は
、
後
期
の
署
名
に
近
い
。
ま
た
、「
雨
」
の
左
下
の
点
が
右
上
が
り
の
直
線
と
な

る
の
も
、
後
期
の
特
徴
で
あ
る
。
印
章
は
、
白
文
方
印
「
陸
奥
之
人
」
で
あ
る
。
こ

れ
と
よ
く
似
た
印
章
を
も
つ
作
品
と
し
て
は
、
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
制
作
の

《
古
染
付
》
や
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
制
作
の
《
光
悦
》
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
前
述
し
た
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
制
作
の
《
春
琴
》
は
、
朱
文
方
印
「
聴

雨
聲
」
を
用
い
て
お
り
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
制
作
の
《
良
寛
》
で
は
「
陸

奥
之
人
」
の
印
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
品
は
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四

七
）
か
ら
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
の
一
〇
年
間
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

芭
蕉
の
描
写
は
、
道
帽
を
か
ぶ
り
褊
綴
を
纏
い
、
笠
を
身
に
付
け
た
旅
姿
で
描
か

れ
て
お
り
、
横
を
向
い
た
全
体
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
手
に
は
杖
を
持
ち
、
ど
こ
か

遠
く
を
見
つ
め
て
い
る
。
芭
蕉
の
背
後
に
薄
が
あ
り
、
枯
葉
が
舞
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
旅
の
途
中
、
晩
秋
も
し
く
は
冬
の
場
面
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
〔
図
4
〕。
褊
綴

が
左
方
向
に
流
れ
、
ま
た
、
枯
葉
が
画
面
右
か
ら
左
へ
と
向
か
っ
て
落
ち
て
ゆ
く
描
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写
か
ら
は
、
芭
蕉
の
前
方
か
ら
後
方
へ
と
風
が
吹
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

芭
蕉
の
後
方
で
は
、
金
泥
に
よ
る
柔
ら
か
な
描
線
の
葉
が
風
に
揺
れ
て
お
り
、
深
い

寂
寥
感
が
漂
う
印
象
を
与
え
る
。

　

主
題
で
あ
る
芭
蕉
は
、
江
戸
の
俳
人
で
、
旅
を
好
み
、
与
謝
蕪
村
に
よ
る
肖
像
や

渡
辺
崋
山
に
も
《
芭
蕉
翁
畫
賛
》
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
芭
蕉

が
座
す
る
姿
を
正
面
か
ら
描
く
傾
向
が
多
く
、
肖
像
画
と
し
て
の
普
遍
的
な
芭
蕉
の

表
現
と
は
、
本
作
品
は
異
な
っ
て
い
る
。
聴
雨
は
、
関
尚
美
堂
が
中
堅
作
家
を
組
織

し
た
九
皐
会
や
、
高
島
屋
の
青
丘
会
な
ど
の
会
員
と
し
て
発
表
す
る
小
品
画
に
は
、

良
寛
、
芭
蕉
、
一
茶
、
大
雅
ら
の
江
戸
趣
味
人
た
ち
を
好
ん
で
取
り
上
げ
た
。

　

聴
雨
に
お
い
て
は
、昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
制
作
の
掛
幅
《
霜
之
宿
》（
絹
本
着

彩
）〔
図
6
〕
が
、
芭
蕉
を
描
い
て
い
る
が
、
風
景
の
細
か
な
描
写
、
芭
蕉
が
や
や
左

向
き
の
正
面
か
ら
描
か
れ
て
い
る
構
図
、
墨
で
は
な
く
顔
料
に
よ
る
彩
色
が
、《
芭

蕉
》
と
は
異
な
っ
て
い
る
。《
霜
之
宿
》
は
、「
さ
れ
ば
こ
そ
荒
れ
た
き
ま
ま
の
霜
の

宿
」
と
い
う
芭
蕉
の
句
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
推
察
で
き
る
こ
と
か
ら
、
芭
蕉
が

流
罪
と
な
っ
た
坪
井
杜
国
の
宿
を
訪
れ
た
冬
の
場
面
で
あ
る
と
う
か
が
え
る
。《
霜
之

宿
》
に
お
い
て
は
、
荒
れ
果
て
た
宿
の
屋
根
や
枯
草
を
橙
色
や
赤
色
を
用
い
て
色
鮮

や
か
に
表
現
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
は
、《
芭
蕉
》
に
お
け
る
薄
も
枯
草
で
あ

り
、
季
節
は
冬
の
場
面
で
あ
る
可
能
性
が
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
、
顎
の
尖
っ
た
顔
の

形
に
、
鼻
筋
の
通
っ
た
細
い
鼻
や
鋭
い
眼
と
薄
い
唇
な
ど
、
顔
の
表
現
〔
図
3
〕
が

《
芭
蕉
》
と
似
る
。
こ
の
よ
う
な
顔
の
表
現
は
、昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
制
作
の

《
散
る
も
み
ぢ
》、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
制
作
の
《
良
寛
》
に
も
見
ら
れ
、
本

作
品
は
聴
雨
の
人
物
画
の
特
徴
を
備
え
た
、
真
作
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

墨
に
よ
る
線
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
太
さ
で
描
か
れ
た
鉄
線
描
で
、
端
正
で
清
潔
な
線

で
あ
る
。
道
帽
、
眉
、
笠
紐
、
杖
、
草
鞋
の
紐
は
、
濃
墨
で
描
か
れ
、
薄
墨
の
線
と

使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
彩
色
は
、
笠
に
肌
色
、
道
帽
と
褊
綴
に
薄
墨
、
小
袖
に
金

色
、
脚
絆
に
白
色
を
用
い
て
お
り
、
墨
の
濃
淡
に
肌
色
と
金
色
を
あ
わ
せ
た
落
ち
着

い
た
色
調
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
色
調
は
、
師
前
田
青
邨
の
水
墨
画
と
通
じ
る
特
徴

で
あ
る
が
、
青
邨
が
明
快
な
力
強
さ
の
印
象
を
与
え
る
の
に
対
し
、
聴
雨
の
作
品
は

柔
ら
か
さ
と
と
も
に
、
寂
し
さ
や
侘
し
さ
の
印
象
を
与
え
る
。

　

聴
雨
と
い
う
雅
号
の
由
来
は
、
中
国
元
代
の
僧
熙
晦
機
の
詩
に
み
え
る
「
人
間
萬

時
塞
翁
馬
、
推
枕
軒
中
聴
雨
眠
」
に
拠
る
。
人
の
禍
福
と
い
う
も
の
は
予
測
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
全
て
を
受
け
入
れ
て
雨
音
を
聴
い
て
眠
っ
て
い
よ
う
、
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
表
れ
る
よ
う
、
聴
雨
の
人
柄
は
、
穏
や
か
で
も
の
や
わ

ら
か
、
謙
虚
な
人
柄
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
志
賀
直
哉
な
ど
白
樺
派
の
文
学
作
品

は
「
正
直
で
も
い
た
わ
り
が
な
い
か
ら
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
で
嫌
い
で
あ
っ
②た
。

ま
た
、
東
京
芸
術
大
学
で
助
手
を
務
め
た
平
山
郁
夫
は
、
聴
雨
の
字
は
、
事
務
的
な

メ
モ
な
ど
ど
ん
な
紙
切
れ
に
書
か
れ
た
字
で
も
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
た
、
と
述
べ
て

い
③る
。
す
っ
き
り
と
い
つ
も
清
潔
で
、気
配
り
の
行
き
届
い
た
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

聴
雨
の
生
後
ま
も
な
く
両
親
は
離
別
し
、
聴
雨
は
母
の
顔
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
祖

父
や
伯
父
の
も
と
で
育
て
ら
れ
た
。
絵
画
を
描
き
始
め
た
の
は
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）、
一
四
歳
の
時
で
、
上
野
桜
木
町
に
住
む
日
本
画
家
、
内
藤
晴
州
に
入
門
す

る
が
、
師
弟
と
も
に
貧
し
く
、
二
年
余
り
た
っ
た
頃
、
晴
州
か
ら
家
計
の
逼
迫
を
理

由
に
出
て
ゆ
く
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
る
。
以
後
、
独
学
の
時
代
が
あ
り
、
こ
の
時
期

に
は
青
樹
社
と
い
う
研
究
団
体
を
つ
く
る
な
ど
し
た
が
、
関
東
大
震
災
の
の
ち
、
一

時
期
絵
画
制
作
か
ら
離
れ
た
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、前
田
青
邨
の
も
と
に
入
門

し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
院
展
を
代
表
す
る
作
家
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
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な
複
雑
な
家
庭
事
情
や
不
遇
な
青
年
時
代
が
、
聴
雨
の
人
柄
と
作
品
に
影
響
を
与
え

た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
花
そ
の
も
の
ゝ
美
し
さ
よ
り
も
、
そ
れ
に
心
牽
か
れ
た
人
の
姿

の
方
に
興
味
が
動
く
し
、
さ
う
し
た
も
の
を
描
き
た
く
な
る
の
だ
つ
た
④」
と
い
う
聴

雨
に
は
、
人
間
と
そ
の
心
情
を
描
く
こ
と
が
、
ま
ず
制
作
の
一
歩
と
し
て
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
聴
雨
の
素
質
は
、
文
学
的
象
徴
性
を
排
除
し
、
造
形
を
追
究
し
よ
う

と
す
る
同
時
代
の
日
本
画
の
主
流
と
の
間
で
の
苦
悩
を
生
ん
だ
。「
筆
で
描
く
と
い
う

こ
と
は
、
感
情
と
分
離
し
、
自
分
を
突
き
放
し
て
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
は
聴

雨
の
言
葉
で
あ
⑤る
。
こ
の
言
葉
が
示
す
よ
う
な
、
心
情
か
ら
離
れ
、
対
象
を
造
形
と

し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
が
、
聴
雨
の
端
正
な
墨
線
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
、
そ
の
苦
悩
が
聴
雨
の
作
品
に
広
が
り
を
持
た
せ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

改
め
て
、《
芭
蕉
》
を
み
る
と
、
こ
の
作
品
に
は
、
端
正
な
描
写
に
よ
っ
て
、
簡
潔

に
す
っ
き
り
と
捉
え
ら
れ
た
芭
蕉
が
佇
ん
で
い
る
。
顔
の
描
写
は
最
低
限
の
描
線
で

成
さ
れ
て
い
る
が
、
遠
く
を
見
つ
め
る
視
線
は
深
み
を
た
た
え
て
い
る
。
薄
の
枯
葉

は
確
か
な
技
量
を
う
か
が
わ
せ
る
柔
ら
か
な
曲
線
で
あ
る
。
墨
の
濃
淡
と
金
泥
を
中

心
と
し
た
彩
色
は
瀟
洒
で
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
制
作
の
《
霜
之
宿
》
に
お
け

る
色
鮮
や
か
な
彩
色
と
は
異
な
り
、
円
熟
期
に
至
っ
た
聴
雨
に
よ
る
寂
し
さ
や
侘
し

さ
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　
《
芭
蕉
》
は
、
聴
雨
の
特
徴
で
あ
る
、
端
正
な
線
や
明
快
な
造
形
が
理
解
で
き
る
作

品
で
あ
る
。
加
え
て
、
風
の
吹
く
中
を
一
人
歩
く
芭
蕉
は
、
寂
し
さ
や
侘
し
さ
と
い

っ
た
感
情
を
思
わ
せ
る
。
聴
雨
の
特
徴
で
あ
る
文
学
的
な
性
格
が
よ
く
表
れ
て
い
る

作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

注①　

酒
井
哲
朗
「
太
田
聴
雨
の
芸
術
」、『
太
田
聴
雨
展
』、
宮
城
県
立
美
術
館
、
昭
和
五
八

年
（
一
九
八
三
）、
七
二
頁
。

②　

直
木
友
次
良
「
お
も
い
で
」、『
陶
説
』
一
一
一
号
、
日
本
陶
磁
協
会
、
昭
和
三
七
年

（
一
九
六
二
）、
四
二
頁
。

③　

平
山
郁
夫
「
太
田
聴
雨
先
生
と
東
京
芸
術
大
学
時
代
」、太
田
喜
多
子
発
行
『
太
田
聴

雨
作
品
集
』、
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）、
一
〇
九
頁
。

④　
「
聴
雨
の
こ
と
ば
」、『
太
田
聴
雨
展
』、
宮
城
県
立
美
術
館
、
昭
和
五
八
年
（
一
九
八

三
）、
八
五
頁
。

　
　
（
初
出　
「
画
境
私
語
」、『
塔
影
』
一
一
巻
一
二
号
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）、
筆

者
未
見
。）

⑤　

前
掲
注
④
「
聴
雨
の
こ
と
ば
」、『
太
田
聴
雨
展
』、
宮
城
県
立
美
術
館
、
昭
和
五
八
年

（
一
九
八
三
）、
八
五
頁
。

　
　
（
初
出　
「
画
境
私
語
」、『
塔
影
』
一
一
巻
一
二
号
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）、
筆

者
未
見
。）

〔
挿
図
出
典
〕

挿
図
1

－

5　

筆
者
撮
影
。

挿
図
6　

太
田
喜
多
子
発
行
『
太
田
聴
雨
作
品
集
』、
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）、
作
品

番
号
二
〇
。
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七

図 1　太田聴雨《芭蕉》

図 2　《芭蕉》（部分）

図 3　《芭蕉》（部分）
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八

図 4　《芭蕉》（部分）

図 5　《芭蕉》落款

図 6　太田聴雨《霜之宿》


